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辛亥革命と犬養毅（一）
 ─
借款工作と軍資金
─
（姜克實）
（55）
１．犬養の政治目的
─
これまでの記録
犬養毅（一八五五
─
一九三二）は中国革命の支援者とよく言われる。
しかし彼は辛亥革命の時どのように行動したか、その事実はあまり知られていない
（
1）。以下では先行研究の内容を踏まえ、いくつかの新し
い史料を加えてアジア主義研究の視点からその実像に迫ってみたい。
辛亥革命が起こった一九一一年、犬養は一二月一六日から、翌
一九一二年三月二九日まで、一ヶ月 帰国を挟んで二回中国大陸に渡っている。 九〇 、 〇七年の渡清に続く三回目の中国行となり、もちろんその目的は、辛亥革命の「支援」にある。実際に犬養は何をしたか。法学者、政治家副島義一（一八六六
─
一九四七）の日記によると、
四十四年十二月、静養中の病躯を起して支那に赴いた。上海に
着いたのは同月十九日、一行は松平康国、柏原文太郎、柴田鄰次郎。是より先き、寺尾亨、副島義 両博士既に同地に在り、 （十三日上海着）後れて頭山満一行 古 一雄、美和作次郎、小川運平其他玄洋社員数名が着いた。 （二十七日）
上海に於ては同月十八日、南北妥協の第一回会議が開かれ（北
方代表唐紹儀、南方代表伍廷芳）爾来回を重ねること四回に及んだが議纒らず、翌けて大正元年一月元日、孫文は中華民国大総統に就任した。同月六日 孫文、黄興より木堂 頭山に對して正式会見の申込あり、木堂等応諾して同月八日南京総統府に於て孫、黄等に会見、爾来屡々相議るところあつたが、二月廿五日に至り黄興来訪して袁と断つ能はざるを告げたので、木堂等は我事已むと為し、猶懇切なる忠告を与え、それから大山名川の探勝に暫しの日を送り 三月十六日 孫大統領の送別宴に臨み、二十六日筑前丸にて上海発帰国の途 いた
（
2）。
この中、一月八日の孫文会見、二月二五日の黄興来訪、三月一六日
の孫文の送別宴が記録されているが、 「忠告」 「相議」の内容に触れていない。『玄洋社史』の記録はやや詳しい。それによると、犬養が上海に赴いたのは、枢密院顧問官三浦梧楼（一八四七
─
一九二六）の要請であり、
目的は火事場泥棒的な行動をする大陸浪人を排除するとともに、革命派と北方派 講和を阻止することであった
（
3）。
姜
　　　　　
克
　　實
辛亥革命と犬養毅（一）
│
 借款工作と軍資金
 
│
− 124 − − 125 − （56）
頭山、犬養の上海に到るや、中村弥六を通じて携ふる所より二
萬金を割て浪人連に配布せしむ、大小の浪人連頭山の名に恐れ、皆慴伏して完く其影を南清より消す。頭山、犬養等は上海北四川路に一家を借りて此處に事務を見、一月八目南京都督府に至りて孫、黄と正式会見 なし、互に胸襟を開きて快談し 又革軍の成功を祝し、東亜の形勢を語り 日支親善 説 革党 将来に就て大局 誤るなからん事を諄説忠告する所あり 頭山、犬養等南京城に在る間、革党、国士の礼を以て之 遇す… 」
（
4）。
一行はその後上海に帰り、さらに二六日揚子江を遡り、武昌で黎元
洪を訪問したと記されている。ここで、南北和議の阻止という犬養の主要目的に触れているが、やはり内容についての記述はない。浪人の鎮撫は、上述のように頭山満の役目であろう。では、犬養の役は何か。犬養自身の言うところによると、
明治四十四年の我輩の渡支は、その以前から孫が是非一度来て
くれといつてゐたもんだから、革命も一わたり片がつきさうにり、かつ日本政府の対支外交といふものが、幽霊みたいにフラ々々していゐるんで、南方でも日本の態度を非常に危ぶんでゐ 。それにいはゆる支那浪人といふ利権屋がウンと南方で跋扈してゐて、向ふでも手にをへぬといふんで、頭山とわが輩 が行くやうになつたが、行く以上はその前政府の対支方針 いふものを聞いて置けば何かと都合が ゝと思つて、西園寺さんの許に出かけて、政府はどうしても支那に共和政治は行はせな 方針であるか 聞い（た） （後略）
（
5）。
ここでは、さらに日本の対支外交方向の調整役について触れている。研究者野村浩一は、犬養渡清の真の目的は、革命後「日本類似の議
院政治」をつくるため「革命派、孫、黄と立憲君主派、康、梁、岑（春煊）を『抱合』させようと試みる」にあると指摘し
（
6）、のち時任英人
の研究でも同じくこの抱合工作に触れている
（
7）が、 その根拠は政治家で、
犬養 側近 ある古島一雄（一八六五
─
一九五二）の記録にある。
上海に着いた犬養は、孫文に革命を達成するには、北方の袁世凱と対抗する強大な勢力を築くために、両広総督として有名な岑春煊、当代の碩学である康有為との大同団結の急務な ことを説いたが、孫文は「岑春煊は湖南総督時代、沢山の同志を殺した。康有為は西太后に使われながら、朝廷を改革しようとしてい 男だ。この二人との協力は真平だ」という。さきの見透しの早い犬養だから、 「これはだめだ、きっと失敗する」と見切りをつけた
（
8）。
岑春煊工作について、梁啓超と関係が近い熊希齢（一八七〇
─
一九三七、革命時東北三省理財政監理官）も記している。
南北和議が成立するまえ、犬養毅を始め日本の浪人同士が踵を
接して来華し南北の分断を策動し、我邦の弱体を企んだ。犬養旧識であったため、屢々来宅して密談した。曰く、北方の袁世凱を放縦すると中国の政局が危ない。孫文も黄興も政治の実力いので各列強から信頼を勝ち取りにくい。む ろ 、黄を説得して岑春煊 総統に推する方が得策だ、と。また、その策を進めるため、孫、黄への引見も頼まれた
（
9）。 （原文は中文・拙訳）
犬養等大陸浪人連中が「中国の南北分立を企んでいた」とは、熊希
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齢を始め後多くの革命党人からの批判
（
10）であったが、正しく言えば、
袁世凱との「南北妥協」を阻止しようとしていた。以上の犬養の目的に対する熊の憶測が度を超えたきらいがあるが、話の内容は事実に合っていると思われる。つまり、袁世凱を倒すため、革命派と梁啓超、岑春煊との大同団結を図ることは、犬養渡中の主要目的だっ である。
以下は犬養内閣成立後の取材記事であるが、当の本人が二〇年も前
の革命時の工作内容を生々しく語っている。
支那との関係に就て、
─
全体から云ふと、私はアノ革命の時
に何も酔狂で飛び込んで行つたのでも何でもない。これは大革正をやらなければ、両国の関係が収まらないといふ頭を持つて居つた。さういふ頭を持つて居つたから、孫文、黄興、又一方には立憲君主政治にしようといふ康有為、梁啓超などと 親しくして居つた。
で、革命の時に行つて第一の仕事はどういふことをやつたかと
云ふと、共和政洽にしようといふ孫文、黄興などの議論と、立憲君主政治にしようといふ康有為、梁啓超、岑春煊、そんな者を抱合させること 非常に苦心を た。 かなか両方とも相持して承知しなかつたが、どうなりかうなり融和してやらうといふことになつた。ソコで私の考では、革命が出来 日本類似の議院政治が出来る、まア此位 ころに落着いて るだら つもりでやつた。ところが途中で妥協が起つてあんなことになつた。もう一戦 らなければならぬといふ時 妥協 のである。
…どうしてあれが妥協したかといふ内情をお話すると、第一金
が要る。革命軍の方でも金が要るし、片つ方の岑春煊などが別働隊として突つ込んで行くに 。どうして金を作るかといふことになつて、 は盛宣懐の財産一切を押へ しまひ、招商局も押へて居る、これを金にしようといふので それを承知してそれでは金にしよう 金が出来たから此方から進む、岑春煊の方にも一部分やる いふことになつた、さうして双方から抱合すると、丁度君主立憲になるといふ腹案であつた。そこで金を借りようといふことになつて、招商局の陸上の設備から船一切を抵当に入れるこ になつたが、これは郵船會社が抵当に取るより外ないので、郵船會社 やれと言 た ころが…定款が許すや否といふことを法律顧問にたずね 、それが一週間以上もかゝつ 、馬鹿な話で、定款が許さんことは判り切つて居る。これ 若し若い奴等だつたら いきなり専断し 置いて總会 提案し 定款には斯うなつて居るが 會杜としては斯ういふ利益があ 説明すれば、株主は喜ぶにきまつて居 。その決断が出来ない、愚圖ゞゞして居つてと とういかない。仕方がな から安田に話をして金を出させようとしたが、安田も愚圖ゞゞして二週間ぐらゐかゝつた、そしてとうとう出来ぬ。そのうち 給料を渡さなけ ば あべこべに自分の兵隊から鉄砲を打たれる。節季 迫つて来たので、私どもは反対の地位に立つて居る井上侯爵の ころへ行 相談した。さうすると雷さん怒つたナ「怪しからん、馬鹿ナ、正金銀行から出させる」といふ、出さすと決つたが契約の字句の修正に一週間 ゝつた。そのうちに支拂をしなければ自分の方 者から
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鉄砲を打たれるといふので妥協した。馬鹿の骨頂です
（
11）。
この談話から、一、南北和議の阻止（倒袁） 、二、革命派、立憲派の
大同団結のほか、 三、 資金作りの借款工作の存在も明らかにされている。借款の金で岑春煊系の軍隊を動かし、革命軍の別動隊に利用しようと犬養は企んでいた。また 犬養が好んだ政権形態も、 「日本類似の議院政治」つまり立憲君主制であったと分 る。
一方、上述借款の話は、南北妥協の内部事情を暴くもので犬養自
身は主役ではない。しかし、新政府の存亡に関わる緊要事、かつ岑春煊工作の成功にも影響のある事柄なので、 も巻き込まれ、日本郵船会社、安田善次郎（一八三八
─
一九二一） 、井上馨（一八三六
─
一九一五）の工作に関与したことが以上の談話 分かる。
今までの記録や、研究を通じて犬養 足取りをまとめると、彼は東
京から一二月 日出発、神戸に立ち寄り、保皇党 康有為、梁啓超と会見し、革命党への協力を口説いた。一七日偽名で門司から出帆、一二月一九日上海に到着。着いたあと、 「イギリス流の立憲君主制を中国の理想的政体とする康有為 『救亡論』 」一万部を配布
（
12）、一二
月二五日、 港に出向き、 上海到着の孫文一行を迎えた
（
13）。十二月三一日、
上海のホテルで孫文の感謝招待会に出席して、日本の浪人同志を代表して挨拶し、翌一九一二年一月四日、岑春煊と会見し、岑春煊の南京入りを説得した。一月六日、南京入りして孫文の臨時大統領 就任式に参列し、政治顧問に委嘱されるが、辞令の受け取りを拒否している。この頃、上海熱にかかり 体調不良で、 十 日、孫と会見してから一三日帰国の途につき、一七日神戸に降り立った。再び梁啓超、湯
覚頓（神戸同文学校校長） 、張鳴岐（元両広総督）等と会談して後、東京に向かった
（
14）。一月二十日、国民党大会の演説で、革命党借款交渉
の支援及び新政府（南京臨時政府 の承認を訴え、一月二六日衆議院予算委員会で、日本政府の秘密政策を批判し、革命新政府を認めるよう呼びかけた。この呼びかけは政友会の反発を受けて政府に認められなかったもの 、与野党の 論紛争に拡大し、新政府支持の民間與論を形成するに至ったと言われる
（
15）。
南北の妥協が成立したあと、 犬養は二月一六日、 再び中国に向かった。
二度目渡中の目的は、袁と英米勢力が有利になりつつある南北妥協の下で、日本の国益を獲得するためにあった
（
16）。一方、南北の妥協によ
り、借款の工作も岑春煊工作も現実的意味がなくなり、前回より めの約一ヶ月あまりの滞在中、犬養は建都問題（北京か南京か） 、孫文の北京行き阻止などで、 「勧告」を通じて南北の離間を謀ったほか 目立った政治活動をしていない。二月二八日から三月四日、用務 一段落を遂げ 犬養等一行は、 「揚子江観覧の壮遊」に入り 憧れる中国の山水、文化を満喫して、三月十六日、孫の送別宴を受け 二六日上海を後にした。
犬養の 「帝国ノ力ヲ伸ブヘキ地歩ヲ得ル」 ための袁世凱打倒の立場は、
軍部、大陸浪人らによる満蒙独立の策動と相俟って後世の論争話題なり、犬養もが、 「満蒙を『占領すべき機会』を窺ってきた日本が南北妥協を阻止するため」に派遣されたとまで見られるようになった
（
17）。
結局のところ 革命派側が犬養等に期待したのは 資金面の援助、日本政府の革命派への支持であり、 政略絡みの忠言、 勧告 では
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たのである。「犬養の様々な勧告は、革命派によって拒否され続け、挙句には…その訪中自体さえもが無視されるまでになった。…要するに、犬養の渡清の目的は失敗に終わった」と時任英人が指摘する
（
18）。
　
２．招商局借款の工作
革命派は一九一一年十月十日武昌の蜂起で数週間を待たずに中国の
半分を制したが、その維持費用や軍事資金がすぐ行き詰まり、一一月から外国借款の途を模索し始めた。一二月五日、南方政府副元帥の黄興（一八七四
─
一九一六）は借款と革命支援工作の密使として、何天炯
（一八七七
─
一九二五）を日本に派遣した
（
19）。何は曾て同盟会の主要幹
部の一人で日本各界との関係が深く、来日後関係者のところを駆け回る一方、 二月一 日、東京で犬養と接触し「軍資金調達ノ件」などについて話し合った。革命後、海外にいた孫文も資金の重要性を認識し、帰国途中、各地で義捐を募る一方、 「革命政府未来ノ国債引受ノタメ基礎ヲタテタルニ努メ」
（
20）。借款の周旋は南京臨時政府が成立し
た一九一二年初頭から本格化し、袁との戦争に備えるのが、主要な理由であった。中でも主要なものは、一、蘇杭甬鉄道を担保にした、大倉組からの借款三〇〇万円、二 漢冶萍公司の日華合弁経営による名目上一五〇〇万円の融資（三井洋行 実際融資額五〇〇万円） 、三 輪船招商局を担保にした一〇〇〇万円の対日借款（ 郵船 日清汽船）交渉の三つであり
（
21）、 犬養が巻き込まれたのは、 招商局借款の件である。
上海・楓涇間の鉄道を担保にした二〇〇万円の借款交渉は、武器の
提供者大倉組と蘇省鉄路公司の間で一九一一年一一月下旬ころからはじまり、宋教仁の反対で不調に終わった（一 月末）
（
22）。臨時政府成
立後、この話は再開され、一九一二年一月一八日仮契約、二七日調印に漕ぎ着け、翌日に三〇〇万円が蘇省鉄路公司に引き渡され 臨時政府が受け取った
（
23）。この件は、東亜同文会幹部、日清汽船会社社長白
岩龍平の仲介で始ま 大倉喜八郎（ 八三七
─
一九二八）が「井上侯
ヨリ訓諭」を 決断し 大倉組の門野重九郎（副頭取）が「在京革命党員張鎮衝 と協議し 結果であった
（
24）。リスクが高い分、 年利八分、
鉄道の営業権と不動産を担保とする 厳しい内容であった。実はこの借款は革 政府が成功させた唯一の借款 る。
漢冶萍公司の借款は、臨時政府が盛宣懐（一八四四
─
一九一六、清
政府郵部尚書、実業家）の資産 差し押さえた形 推し進めたもので、一五〇〇万円の合弁出資と引き換えに三〇年間 営業権の半分を日本側に譲るという内容で、金の都合が優先され、国家権益の意識が薄かった。盛宣懐は資産の温存と革 派の機嫌取り ため、みずからこ 件を推進し、一月二九日、盛、李維格（漢冶萍公司協理）と日本側代表小田切万寿之助（正金銀行）の間 仮契約が調印された。日中双方各一五〇〇万円（元）の対等出資による 三〇年間の合弁計画であっ
（
25）。
すでに漢冶萍公司は鉄鉱石の提供先 日本に一千万円の債務があり、残りの五〇〇万の融資を受けるため、二月十日 日本側による「鉱石前借」の形 三 万円を支払う「特別契約」が成立しており
（
26）、支
払いの一部融資（二 ）は三井 よ 武器提供 形で行う内容後の契約書に盛 込まれていた
（
27）。しかし二月十二日、 『大共和日報』
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に契約の内容が暴かれると、反対の声が頓に高まり、二三日、孫文も現金支払の「遅延」を理由に契約破棄 意向を示した
（
28）。結局この契
約は、議会手続きの不完全、湖北省出身の参議院議員等の反対・辞職抗議、及び地元湖北臨時議会の廃棄決議などで、流産した
（
29）。孫、黄
個人の意志というより、国内の與論の圧力によって廃棄され のである
（
30）。なおこの交渉の過程において、日本側から前払金の二〇〇万円
が支払われた。
以上の二件に対して、臨時政府が一番期待をかけたのは輪船招商局
を担保にした一〇〇〇万円の借款計画である。輪船招商局は一八七二年李鴻章が創業した、中国最大 水運集団 、揚子江水運で英国 日本の水運会社と主導権を争う実力ある企業で、実際 権力者も同じ盛宣懐であった。辛亥革命の後 盛は日本に逃亡し 総弁王存善は革命政府による資産没収や出資強要 避けるため、一九一二年一月六日、招商局の売却を日本領事館（有吉明総領事）に持ちかけた
（
31）。
招商局を抵当にした一〇〇〇万両（円）の借款計画が一月一五日、
黄興の談話によって明るみに出ると、日本郵船会社と日清汽船の両社が揚子江水運の主導権を得 ため、意欲的に参入し話を進 た。犬養毅も、 岑春煊抱合工作 資金源としてこの借款 成功を期待した。一方董事会や株主の方から反対の声が高く、二月一日の株主総会に 必要な員数が集まらず、臨時政府が半ば強引に話をすすめた結果、二月六日、孫、黄の立ち会いで、招商局代表と日 郵船の伊東支店長との間で仮契約が調印された
（
32）。しかしその後、本契約に向けた細則の作成
および、 内容に対する株主の認可に困難が生じ、ほかに、支払い
の方法、期限の問題も絡んでいた
（
33）。そのうち、招商局株主からの抗
議、南 政府参議院の反対、英国資本（香上銀行）の牽制など多面の問題で本契約が難航し、二月中旬に入って清朝皇帝の退位が発表され、南北妥協が成立した。これで倒袁の軍資金に利用する南方政府の 「急用」がなくなり
（
34）、 「借款愈困難ト相成」った
（
35）。一方、権益面において
日本側が他国より有利を占めた の交渉を諦めず、臨時政府側も二月一六 、北方政権と「再ヒ敵対行為ヲ開始スルニ至ラン夫レ故ニ矢張リ是迄通リ交渉ヲ継続」 することを希望 た
（
36）。こうして話が続けられ、
二月二一日、 日本の資本家側 これを受け入 、 いつにでも「内金」 （手付金）の一〇〇万円を交付できる運びになっ
（
37）。
日本郵船の上海支店で手付金を都合しているところ、 「我政府カ資本
家ニ対シ保証ヲ与ヘサル為メ猶ホ確固タル指令ヲ得サルニ依リ先方ヘ確答シ得ス」の問題が発生した。政府の保証がないため、手付金 交付に日本郵船の株主側が待ったを申し立てたようであ 。手付金の支払いが滞ると、本契約自体も危うくなるため、 「此ノ際非常ニ切迫セル本問題ニ対シ我当局ガ猶ホ躊躇セラルルニ於テハ遺憾ナガラ本 権ハ英国ノ手ニ移ルノ他無シ」 、と参謀本部の在上海の柴（五郎）少将が次長宛に急を告げる
（
38）。
この時であろう、犬養毅は動き出し、前記史料にある「私どもは反
対の地位に立つて居る井上侯爵のところへ行つて相談した」 。ここにいう 「反対の地位」 とは、 日本政府が 「当初ヨリ本件借款ヲ奨励セサル方針」を取っていた立場をさす
（
39）。が、緊急のこの時、井上馨に頼む以外、
もはや手の尽くしようがなかった。 は、 他国の反対を配慮して
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表面上権益独占の借款交渉に反対するが、水面下ではそれを黙認していた。曾て大倉組が推進した「蘇路借款」の際も、 「井上侯ヨリ訓諭」が確認されており、招商局借款の場合も、井上馨は一月の始めに黄興より「革命党に同情して金融を心配 くるゝ様に直接依頼を送越」された
（
40）。井上馨は対革命派借款の黒幕ともいうべき地位にあった。
かくして日本郵船株主総会の議決に本件を掛けたバカバカしさと株
主総会の「愚図々々」を罵倒した犬養は、直に政、財界の大御所井上馨工作を始め、問題発生の翌日（二月二二日） 、郵船会社加藤正義副社長と井上馨の 談を実現させた
（
41）。話の内容は、犬養の話が正しけれ
ば、正金銀行からの融資（手付金 一〇〇万円）要請であろう。事情説明を聞いて雷親父（井上馨のこと）が炸裂 、 「怪しからん 馬鹿ナ正金銀行から出させる」と、融資 道を開 たが、犬養がいうようになお「契約の字句の修正に一週間かゝつた」 。結局この件は井上馨まで騒がせ、孫、黄（革命）への「同情」と「特別の配慮」
（
42）（融資許可）
の決定を引き出したが、一週間がかかった め、妥協下の袁世凱政府が進めた四国銀行借款
（
43）の話が始まると、 「招商局借款」の契約が破
棄されることとなった。うまい魚を逃し悔しがる日本政府は、 「体面ヲ保ツ為メ」 、将来において「招商局ヲシテ何国ヨリモ借款ヲ為サシメサルコトノ確実ナル保証」 南方政府より取り付けようと食い下が 、執念をみせた
（
44）。
南北妥協の直前の一九一二年二月上旬、背水の陣を敷いて孫、黄は、
袁との和議を中止させるため さらに大きな賭けに出た。 「満州 租 」を担保に、三井洋行の森恪、益田孝を通じて 二月中旬までをリミッ
トに、 一〇〇〇万円の秘密政治借款を申し込んだのである
（
45）。この件も、
国際政略面における、日本政府内部の意見不一致で不調におわった。
借款交渉にみる孫文臨時政府の最大の目標は、倒袁のための軍資金
の即時獲得であり 対して日本側の狙いは借款に伴う特殊権益の獲得であった。犬養はこの問題で革命派の立場で、即時融資のため奔走したと言える。結局、時間 緊迫、外国勢力 牽制 日本政府 慎重さと契約手続き上などの問題で、借款の計画がほとんど失敗に終わり、二月一三日、孫文は臨時参議院 辞表を提出し、南北の妥協を受け入れた。楊天石が指摘し ように、 「孫中山と南京臨時 は経費難によって倒されたのであった」
（
46）。
　
３．軍の工作資金と使用目的
犬養は中国に行く前、梁啓超、岑春煊工作のため日本軍から秘密経
費を引き出したことは、犬養書簡から窺 仲介者となった人物は、東京同文書院の校長、柏原文太郎（一八六九
─
一九三六）であった。柏
原は康有為と梁啓超の日本における庇護者という特別の立場 あり、犬養と柏原および の関係も東京同 書院の関係で結ばれ と思われる。学校関係の書類に 「校長犬養毅、 監督兼教習柏原 太郎、 教頭梁啓超、支那学支那文学教習麦孟華」と記録されているが
（
47）、この麦孟華こと
麦孺博
（
48）こそ、のち梁の指図を受け、上海で岑春煊工作を展開する中
心人物であった。
梁が帰国する三日前の一九一一年一一月三日、犬養は柏原文太郎宛
の書簡に「極秘」の筋を通じて梁啓超の帰国〝旅費〟を工作するよう、
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指示した。
梁ノ旅費ハ少シハ出来ル見込アリ極々困ツテ居ル様ナレハ工夫
アリ
　
ソレハ兄ノ先日相談セラレタル中ノ一方也
　
其方より申来
ルニハ小生ノ名義ヲ以テ極秘ニ与ヘルナラハ出スヘシトノ事也
　
但半額位ナルベシ…之ニテ出発サセタシ
　
小生ハ時局ノ今少シ変
化ヲ見ル迄ハ在宅すべし
（
49）
該当の「旅費」は文字通りの旅費ではなく、梁を動かすための工作
資金をさす。後に触れるように、この時、梁は北京政変の策動のため、金策に奔走していた。犬養の指示は電報を使っているので、急用扱いのことを窺わせる。なお、文中 「時局ノ今少シ変化ヲ見ル迄ハ在宅すべし」からも、犬養はすで 梁の帰国の理由である「
滦
州兵諌」の
情報をキャッチしていたと思われる（次節参照） 。
のち犬養自ら中国に出かける前、同じところから工作資金を引き出
している。渡航前日の一二月一六日、犬養は三菱財閥 大番頭豊川良平（一八五二
─
一九二〇）に礼状を出し、 「一丈け」の「御尽力」に感
謝した。鷲尾義直は「旅用の 」と解釈、ま 「一丈け」は千円ではないかと推測した
（
50）が、事実は、当時参謀本部第二部長だった宇都
宮太郎の日記に記されている。
此夜、約に依り犬養毅来宅、晩餐を共にし時局を談す。同人は
康有為、岑春煊等と通謀、為すあらんとして来る
　
十七日出発渡
清の筈。論旨は左まで感心せざるも、他日何等かに利用すべき時節あるべきを思ひ、例の準備金より一万円を贈与す（彼れは三田平一郎の変名を用たり）
（
51）。
つまり犬養が宇都宮から受け取ったのは、三菱財閥が軍に提供した
秘密工作資金中の「一万円」であり、またその使い途は、康有為、岑春煊との「通謀」であると記す。前にふれた梁啓超の帰国工作の延長線に金が支払われたの ろう。前者は北京政変計画の工作費であり、後者は岑 、梁啓超派 抱合工作費用であった。同じく犬養毅の革命工作の一環に位置する。
宇都宮は対華政策を司る参謀本部の第二部（情報部）の要員であり、
辛亥革命直後の十月一五日に起草し 「対支那私見」において、清朝を援けてその顛覆を防ぎながら隠密工作を通じて革命派をも援助し時期 見計らって調停に乗り出し南北両勢力を分立させ、それぞれ日本と特殊な関係
─
保護国か、同盟
─
をつくる方策を練り上げてい
た
（
52）。犬養の、梁による北京クーデター支援の構想も、康、梁、岑春
煊と孫の抱き合わせ工作も、 「南北分断工作」という含み 、陸軍の大陸政策に合格した、との判断であろう。
前記豊川宛書簡にある犬養の、 「袁は必ず暗殺さらるべしと存候
　
ソ
レカラ後は北京は混沌の世界 相可成候
　
幼帝をして他国に遁しむが
安全なり是れ 専ら工夫中に御座候」
（
53）との時局見通しも、工作資金
の用途についての説明 思われる。
このように、犬養は、最初から南北の和議会談に反対し、袁世凱を
倒し、それに取って代わる新勢力（北方政府）の扶植を目論んでいたのである。袁を嫌う理由について、 時任英人の解釈によると日本 国益、権益面からの発想である。犬養は、 政権と日 関係を「なによりも最優先」にさせなければならなかったが、そこで「イギリスを引
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き入れようとする」親英派の袁世凱は、 「打倒する必要があった」 、という
（
54）。
さて、陸軍から資金提供を受けた、犬養による梁啓超工作の内容は
なにか、次論を待とう。（
1）  辛亥革命期における犬養毅についての先行研究には、先駆的なものとして野村浩一 「犬養毅と中国革命」 『中央公論』 一九六五年一月号） があり、各種の史料を網羅してより詳細の研究には、時任英人「辛亥革命期」 『犬養毅・リベラリズムとナショナリズムの相剋』 第二章 （論創社、一九九 年） がある。
（
2）  木堂先生伝記刊行会編『犬養木堂伝』中巻、東洋経済新報社、一九三九 、七三五頁。
（
3）  前掲 『犬養木堂伝』 中巻、七三六、 七三七頁。
（
4）  同前、 七
（
5）  同前、七一六頁。
（
6）  野村浩一 「犬養毅と中国革命」 、 『中央公論』 一九六五年一月号、四二〇頁。
（
7）  時任英人 『犬養毅・リベラリズムとナショナリズムの相剋』 、論創社 一九九一年九一頁。
（
8）  古島一雄 『一老政治家の回想』 中央公論社 一九五一年 一 三
（
9）  《反対南北分立通電》 一九一三年七月二八日、 《熊希齢集》 長沙：湖南人民出版社、一九八五年、上冊
（
10）  前掲時任 『犬養毅・リベラリズムとナショナリズムの相剋』 、 〇一頁、参照
（
11）  前掲 『犬養木堂伝』 下巻、七〇〜 頁。
（
12）  『東京朝日新聞』 一九一一年一二月二七日 （前掲時任 『犬養毅・リベラリズムとナショナリズムの相剋』 、 より引用） 。
（
13）  『宮崎滔天全集』 第五巻、
（
14）  『萬朝報』 一九一二年一月一八日。
（
15）  前掲時任 『犬養毅・リベラリズムとナショナリズムの相剋』 、九七頁、参照。
（
16）  二月一四日付三浦梧楼宛の書簡に「我邦外交ノ大失錯によりて、英米をして大有力の事とナラシメ、袁ハ之ヲ利用して袁ノ活動、孫ノ軟化と相成 大勢ハ最早動す可らざる事と相成候。左レド大勢不利の中にも、尚尽力次第ニテ帝国ノ力ヲ伸ブヘキ地歩ヲ得ル事相成ざるにもあらず、是ガ小生再遊ノ目的ニ御座候」と犬養は記している（山本四郎編『三浦梧楼関係文書』明治史料研究連絡会、一九六〇年、一〇五頁） 。
（
17）  前掲時任 『犬養毅・リベラリズムとナショナリズムの相剋』 、一〇一頁、参照。
（
18）  同前、 〇四頁。
（
19）  《黄兴集》 北京：中華書局、一九八一年、九六頁。
（
20）  秘第一九一七号、一二月一三日 「清国革命党員渡来ノ件」
 JA
C
A
R （アジア歴史資
料センター）
R
ef.B
08090225200.  N
o.107.  N
o.117.
　
（外務省外交史料館） 。
（
21）  楊天石《孙中山与民国初年的轮船招商局借款》 （ 『辛亥革命与二〇世紀的中国』湖北人民出版社、二〇〇一年） 、及び臼井勝美 「日本 辛亥革命・その一側面」 （ 『歴史学研究』 、一九五七年五月号） を参照。
（
22）  JA
C
A
R （アジア歴史資料センター）
R
ef.B
11090467300.  清国革命軍政府ノ財政関
係雑纂、
　
N
o.10 （外務省外交史料館） 。
（
23）  内訳に一〇〇万が大倉組の出資、他は横浜正金と台湾銀行がそれぞれ一〇〇万を融資した（
JA
C
A
R （アジア歴史資料センター）
R
ef.B
04010927700.  滬杭甬鉄道
関係雑纂
 第三巻、 「蘇省鉄道借款」 、
N
o.178 ） 。
（
24）  「革命軍借款ノ件ニ就テ」
JA
C
A
R （アジア歴史資料センター）
R
ef.B
04010928300.
滬杭甬鉄道関係雑纂
 第三巻、
N
o.111.
（
25）  「漢冶萍有限公司假契約」
JA
C
A
R （アジア歴史資料センター）
R
ef.B
04010787900.
漢冶萍煤鉄公司借款関係雑件
 第三巻、
N
o.418-422.
（
26）  「預借鉱石価値合同」
JA
C
A
R （アジア歴史資料センター）
R
ef.B
04010788300.  漢冶
萍煤鉄公司借款関係雑件
 第四巻、
N
o.256.
（
27）  曰く、借款五〇〇万のうちの 「一部」 あるいは 「二〇〇万」 以上を以て、三井から武器購入しなければならない、云々（同前史料
N
o.314
と
N
o.319 ） 。前記二月十
日の 「特別契約」 には 「二〇〇万以上」 の武器購入の内容はなかった。
（
28）  「上海王勲臣明電
　
二月二三日李維格氏接電」 同前史料、
N
o.275.
（
29）  一九一二年三月一九日、在漢口総領事松村より外務大臣内田康哉宛、 「漢冶萍会
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社及興国州鉱山ニ対スル武昌都督府ノ調査ニ関スル件」 、
JA
C
A
R （アジア歴史資
料センター（
R
ef.B
04010788400.
　漢冶萍煤鉄公司借款関係雑件
 第四巻、
N
o.416-
418.  参照 （外務省外交史料館） 。
（
30）  中国側の資料でこの件を研究する論には、李培徳《漢冶萍公司与辛亥革命》 《辛亥革命与近代中国》 下、北京：中華書局、一九九四年がある。
（
31）  「有吉総領事より内田外務大臣宛（電報）第九号」
 JA
C
A
R （アジア歴史資料セン
ター）
R
ef.B
04010784800.  支那招商局関係並借款交渉一件
 第一巻、
N
o.209 、 （外
務省外交史料館） 。
（
32）  「在上海柴少将より 長宛電報」
JA
C
A
R （アジア歴史資料センター）
R
ef.
B
04010784900.  支那招商局関係並借款交渉一件
 第一巻、
N
o.251-252.  （外務省外
交史料館） 。
（
33）  臨時政府側が二月一七日の本契約までに全額支払い完了の希望に対して、日本側は半額は前払い、残りの半分は契約一週間後支払うと主張した（二月八日「上海伊東来電」 同前史料、
N
o.271 ） 。
（
34）  南北妥協の後、袁世凱に対する四国借款が進められ、袁は、その半分を南方に回す約束が得られると、 「招商局借款ノ必要ナシト称」 した （二月二四日、上海加藤より電報、同前史料、
N
o.313 ） 。
（
35）  明治四五年二月一四日
　在上海総領事有吉より外務大臣内田康哉宛報告
 
JA
C
A
R （アジア歴史資料センター）
R
ef.B
04010784900.  支那招商局関係並借款交
渉一件
 第一巻、
N
o.294.  （外務省外交史料館） 。
（
36）  二月一六日午後一時五分、日本郵船上海発電 同前史料
R
ef.B
04010784900.
N
o.288.
（
37）  二月二一日、大臣より上海有吉総領事宛電報、同前史料
R
ef. B
04010784900.
N
o.296.
（
38）  二月二一日、在上海柴少將より（参謀）次長宛電報 同前史料
B
04010784900.
N
o.298.
（
39）  内田大臣より在清伊集院公使宛電報、同前史料、
N
o.324.
（
40）  『原敬日記』 第五巻、一九一二年一月九日条、乾元社、一九五二年、一七頁。
（
41）  「只今加藤正義井上公爵邸尓参り打合中」 とある、同前史料、
N
o.300.
（
42）  二月二二日、 「上海伊東宛発電」 同前史料、
N
o.309.
（
43）  一九一二年二月、唐紹儀が進めた英、米、独、仏四国バンクとの借款計画。一旦不調におわり、五月熊希齢に引き継がれ交渉が継続した。後米が脱退、日露が参入、翌 九一三年四月ようやく調印された。総額二五〇〇万ボンド。 「善後借款」 ともいう。
（
44）  伊集院公使宛郵船会社三月 日東京発電
　JA
C
A
R （アジア歴史資料センター）
R
ef.B
04010785000.  支那招商局関係並借款交渉一件
 第一巻、
N
o.339.
（
45）  「辛亥革命時期の孫文関係資料・ 「満州問題」をめぐる森恪書簡」アジア経済研究所、所内資料調査研究部、
N
o.56-8.  一九八二年。および、久保田文次『孫文・
辛亥革命と日本人』 汲古書院、二〇一一年、二九六頁、参照。
（
46）  楊天石「孙中山与民国初年的轮船招商局借款」 『辛亥革命与二〇世紀的中国』湖北人民出版社 二〇〇一年、三一六頁。
（
47）  「成田山仏教図書館柏原文太郎文庫」 （李海 「梁啓超の 『和文漢読法』 をめぐる日中批評史に関する一考察」 『多元文化』 二〇一〇年 一 三頁より 用） 。
（
48）  麦孟華（一八七五─一九一五）清末維新派、字孺博 広東順徳県人。一八九一年康有為の万木草堂塾に入り、弟子となる。同期在塾の梁啓超と“梁麦”と称される秀才である。一八九三年康有為と同時に挙人に合格 以来康、梁と「国事」のため奔走するようになる。戊戌政变後、 康、 梁とともに日本 亡命、 辛亥革命時、国内における梁の代理者の一人を務め 岑春煊工作に当たっていた。
（
49）  鷲尾義直編『犬養木堂書簡集』 文閣、一九四〇年、一一三頁。この極秘筋について書簡では「先日相談セラレタル中ノ 方」 しているが、 週間ほど前 同じ柏原宛の書簡で触れたのは、陸軍参謀本部の福島安正（参謀次長） 宇都宮太郎 （第二部長） であ （一一三頁） 。中の一方として指したのは 後者の宇都宮である。
（
50）  前掲鷲尾義直編 『犬養木堂書簡集』 、一一五頁。
（
51）  『日本陸軍とアジア政策・陸軍大将宇都宮太郎日記』第一巻、岩波書店、二〇〇七年、五〇八頁。
（
52）  同前、四八三、 四八四 、参照。
（
53）  前掲 『書簡』 一一六頁。
（
54）  時任英人 「犬養毅と中国」 『政治経済史学』 二一〇、 九八四年一月、 頁。
